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内 容 梗 概

シームウェルダは,熔接電流を商用サイクルで通電,休止制御をなし,鋼板の熔接を行う｡電流制御

を行うための主回路開閉装置として,従来広くイダニトロンが用いられているが,本稿においてはエキ

サイトロンを主開閉装置として川い,サイラトロソ,真空管を組合わせて通電サイクルの制御をなし,

各サイクルの電流値を位相制御したシームウニルダ制御装置を紹介する｡

1.緒 言

今凶完成した大同鋼板株式会社納シームウニルダ制御

装置の概要を紹介する｡

本装置は鋼苗クリーニソグライン中クリーニングタン

クの前段に位罰し,シヤーで端面を切断したのち重ね合

わせて熔接する｡熔接は,銅板の厚さに従って,電極移動

速度,および 極加圧ノjを設定し,熔 電流の通電,休

止サイクルを,それぞれ10サイクル以下の適当な値に選

択し,かつサイクルの点弧位相を制御することにより行

う｡

熔接電流制御川主回路開聞装~閏として,従来広く用い

られているイグニトロンに代ってエキサイトロンを採用

した積極的押出は,(1)失弧が起りにくい,(2)ガス

入りのため点成しやすい,(3)寿命が長い,ことなどで

ある｡すなわち,(1)イグニトロソの場合は,イブナイ

タによる点弧現像から,失弧ほ必然性をイj~し,失弧忙張

づく正宣~1電流の不平衡は,熔接変圧器を過励磁し,熔接

流の不足をもたらす｡また(2)熔接磯においてほ,

作業二I二程上,整流器の予熱をさけ,ただちに点孤Lうる

ことが望ましい｡さらに(3)イダニトロンの場合ほ,

イグナイタにより,その寿命がおさえられるが,エキサ

イトロンほ,これに比べはるかに長年月便宜できる.｡

ここに本制御のおもなる関越ほ,熔接電流の通電サイ

クル制御と,各サイクルの電流位相制御より成る｡前者

は冷陰極放電管を嬰 とする1進リングカウンタを基本

とし,後者はサイラトロソを組介わせた点孤位相制蘭肘

路より成る.｡

第1図に本熔接磯本体,舞2図に了1親御1装苫の写真を示

す｡以下に本装置の概要を紹介する｡

2.制 御 概 要

熔接機は,ダブルシーム方式で,電梅ほ熔接変圧器と

一休になり,無段変速機を介して誘導

する｡

*
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通電,休止サイクルを選択し,さらに熔接電流点弧位相

を所要の値に設定したのち,起動信号を与えれば,電梅
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第3岡 デ ュ
ー テ ィ サ イ ク ル 図

ほ移動を開始し,所定位聞で電極を降~Fして加圧し,鋼

板位置に達したことを制限開閉器で検附して通 する｡

鋼板を通過すると日動的に通電を停止した後電極を上昇

L電動機ほ仲止する｡

本体イ上様

形 式

熔接電流

熔接能力

熔接速度

ダブルシーム熔接機

叩.相交流 440V 60ハ)

放大入力 350kVA

最大入力時 5%(第3図参照)

10,000～33,000A

軟鋼板 0.25～2.3mm 2枚~重ね

似 帖 450～1,300mm

2,000～6,000mm/min

上記熔接磯に対する電気lⅢ上様

通電1～10サイクル,休止1～10サイクルとL,通電,

休止サイクルの長さほ,鋼板のけさに応じて適期こ,

1サイクル甲イ､とで.~設7三~■■J経である∴〕また替サイクル

の電流はト吊｢闇馴により,その人きさが変えられるっ

以上によるサイクル制御を約40秒行って通電を

仲_lLL,的8外周期で熔接観蘭越すし〕概要を舞3図

にラバーう(

3.制 御 方 式

第4図i･こ概略ブロック緑図をホす｡

定量11三軍

律〔(1｢

漣嘉ニー車
第5岡(a)波 形 成 形 部

窮5図(b)計

｢利こおいて,通電計数部,休止計数都は,熔魔電流の

通電サイクルと休止サイクルをカウントし,通電開始信

り▲と通電休止信一シーj一を州すし〕

サイクル制御制札 計数洋1;より㌔Ⅰ‡る信射こ応じて,通

電プ那軋休_r仁闇ロー糾こ対応して変化する矩形波信り･を=す｡

位相一制研削l路は,エキサイトロンの点弧位和を遣先L_,

符サイクルの電流植を制御する｡

点弧てIilj御回路ほ前段からの信一り▲に応じて,サイクル制

御,および位相了l胡卸を,2基のエキサイ

トロンに対し指令する｡

2.▼-◆

各部出力演斤_三
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第4図 シームウェルダブロック挽回

従

4.計 数 装 置

シームウ工ルダ川通電サイクル制

御製~罠として,デカトロン方式,CR方

式J司期電動機伊川方式など,種々のもの

が考案されている｡これらはいずれも,主

回路開聞装置としてイグニトロンを用い

ており,エキサイトロンをJJh＼た前例ほ

ない｡今】_叶はこの点を考慮し,さらにデ

カトロンの誤動作,CR方式の不安定性,

同期 動機併用方式の機械的捌純などを

検討した結果,冷陰梅放電管を基本要

とする1進リングカウンタを川いた｡
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第6岡 サ イク ル 制 御 部

計数回路においてほ周開発件の変化,電源

入.｢

比の変動,

そのほかの外乱によって誤動作しないことが特に正視さ

れる｡

木製雄'壬でほ,ニのため計数回路のトリガー/くルス

に,交流電圧を波形整形した最適の矩形波パルスを用い

た｡

披膨整形回路を第5図(a)に示す二

本lリ1路ほ,f､用描り御恒J路電源電圧と相違の位用閲係に

ある電圧をクリップしたのち71りJを微分してある｡.

この汁りJトリガーパルスは第5図(b)に示す合計数洋l;

放電符列に同時に入るが,直流バイアスにより現在放電

中の次段のみが放電し,結合コンデンサC3により前段

ほ消弧するから,放電ほトリガーパルスによってシフト

し,サイクルをカウントする｡

この放電管列Il~一任息の放電管のカソード電位ほ,通電

と休止サイクルの和に等しい放電管でリングを形成すれ

ば通電と休止サイクルの和を周期とし,1サイクルだけ

アースに対し市電位となる′､したがって通電および休rL

計数郁よF),それぞれ1ノ本を特定し,そのカソード電

位を帯川=ノてこれを微分し,計数部の川力后リーとする-

これをダイオードで選択すれば,通電,休止の指令に応

l∴ 通電聞始時,および通電停止時に1パルスずつ后り･

が‖る.｡

舞5図(b)には各部の波形をホL-ている｡

5.サイクル制御装置

本l=1路を葬る図に示す｡

入力信一片ほ,位机反転と増l恒い_!_1路を経て,次

段へ十分な負のトリガーパルスをJl_lす.っサイク

ル制御部には,3極管による二安定弛1路を用い

た｡二安定回路は前段からの,通電開始,およ

び通電停止信号パルスによって反転する.ノ

本圃路のF‡1力信片として,二安定2極中1

柚の陽極電位と基準電位との 差電圧をとれ

ば,通電時,および休止時に対応して正負にな

る｡.

本回路でほ,誤動作は許されない｡このこと

を考慮して回路定数を決めている｡

日立評論別m第34号

d.位相制御装置

本州路を舞7図に示す｡

本‥一服各の主体はサイラトロン2本よりなり,電源ほ,エ

キサイトロン電源位州と本回路とは,特定の関係にある

ため,その電源変圧器の一次側から電旺変成器を通して

制御変圧器の一次に入り,この∴次側叩.札柵力を用いた｡

この回路の侶力位柚は,エキサイトロン点弧位相と→

対一の対応をなし,

にされる｡｡

接鋼板の厚さに応じ,人為的に設

本装置の入力ほ通電サイクル時のみ正電位となる矩形

波信号であり,休止時ほ十分な魚電位となっている｡

これをサイラトロンの格子に加えれば,通電信号時,

サイラトロン格子電位ほ正となり,それぞれのサイラト

ロソほ,電源が正の宰髄の時に通電となり,かつ陽極回

路の時定数を十分小にしてあるから,それぞれの陽極負

荷変圧紹ほ,和宣正常用が㌃だけずれた†附U)ll披の微分

波形を出力とし,‖けJパルス数は通電サイクルと同数に

なる･｡かつ通電休止時にはJ廿ノ｣を=さない

本位相制御襲聞によって,ユキ1ナイトロンの点弧†＼吊｢†

ほ決まるが,誘導負荷に基づく電流位相の電圧位≠に対

する持間的おくれは,点孤範囲を制限する｡このてIiけ限範

開より進んだ位相で点弧すれば,正負各半波の過渡電流

ほ通続となり,炸昌妾変比器の一次l‖1路に直流電流が流れ

て過励磁するL｡これをさけるため,点孤位相設定装置に

保護装閏せ儲けたっ

また正負許さ1三波の点弧位㈲のばらつきを無くすため,

本装択の微分回路時定数を十分小にt/て,急LゆんなH

~ノコパルスを得ている

本装;2己の電泌位札と計数㌫閏のトリガー位川とは特定

の関係にあることを必要とする(〕

なお図｢中 RGA-30はサイラトロンのヒータウォーム

アッププ)インターー1コックに入れてある._‥

○
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け=JAは熔接電流の正半液を,～lリブBは魚半波を制御する｡

43Aは通電準備完了で閉じる｡

第7図 位 相 制 御 部
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第8匝1点 孤 制 御 部 (半波相当分)
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流 制 御 装 置

7.点弧制御装置

本装置の概略結線を第8図に示す｡

図巾Vlのカソード電位変化で,エキサイ

トロン止血井手令をr-tlす｡

本装障の二1三体をなす4本のサイラトロン陽

鰍こは,急し.ゆん,かつ十分なトリガーパル

スをうるため直流電圧せ供凝し,2本ずつ一

組となって,行組の2本は柚互に盲■円弧作用を

する｡

一組のサイラトロン巾,1本はエキサイト

ロン∴ニーこ弧仙ほかはこのサイラトロンの消弧

川に使う､〕(前者をVl,後者をV2とする｡)

Vlを点弧させるトリガーパルスは,位相

制御回路から与えらjt,これによって一たん

点弧すれば,V2が点孤するまで放電を維持

する｡

V2の点孤指令は,エキサイトロン電源電

虹小,対応するさl三サイクルの値が箱こなる小二

前に,トリガーするL｡このトリガーパルスほ,

エキサイトロン電沫電粁波形と同期させるた

め,エキサイトロン電繍変圧告一次側から,

電圧変成船を経たのち,移和装旧せ通し,V2

の裕子に加えている〔JV2はバイアスをき一突く

し,トリガー電圧を高くして,正f~1芥)i二波の

それぞれに対応するVlの椚孤点を統･一一しノて

いる｡

--▲方Vlれ･∴(弧小V2が点弧すれほ,転流

コンデンサC4により Vlに逆電上1;が掛って

椚弧する.二.適にV2が点孤巾Vlが点弧すれ

ば,V2はr■8様に転流コンデンサによって椚

孤する.二,

以上により,エキサイトロンの格子をトリ

ガーするVlのカソード記園･も 前段よりの

トリガーパルスによって外圧し,V2の点弧

によって零電佃こなる｡ただしエキサイトロ

ン格子には,flのバイアスが与えてある｡｡

ここにサイラトロン点弧/ぺルスの立上り時

間は,サイラトロン固有の放電立上り時間に

よって決まり,きわめて急しゆんな波形をう

る｡ここのことほ,他面,周囲条件の変化に

よる点孤位拙のばらつきを防ぎ,エキサイト

ロン2基の1日t小平衡電流を未然に阻止し,

熔接変圧器の過励磁をさけている｡

重たシリコンダイオードSiは,電流 断~此

後の残留イオ/を急速に消去するための,

イパス回路となっている｡
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8.試 験 結 果

本シームウェルダ電流制御装置を熔接機本体と組合わ

せて,実 に熔接就 した時のオシログラムを,第9～

】l図に示す｡国中エキサイトロン端子電圧は,通電時ほ

アークドロップを示している｡電流波形ほ,熔接変圧婚

一次電流を変成器を通して放っているから,電流の微分

波形となっているが,位相制御の状態が見られる｡

舞9図は点弧位相140度,通電2～,休止5～の場合,

第10図は点弧r糾目90度,通電2～,休止2～の場合,

第11図は点弧憫和50度,通電2～,休止8～の場合の

オシログラムをそれぞれ示している｡

熔接変圧器二次叩路インピーダンス軋一般に電極移

軌こよって変化するが,今1司ほ構造上 二次インダクタ

ンスの変動を最小におさえる機撒こなっており,オシロ

グラムにも,これに基づく電流変化は見られない｡

9.結 口

本装閏の特長を以下に列記する｡

(1)通電および休止サイクルを,それぞれ独立に選

特許弟25る581号

任 意

特 言午 の

択し,おのおの1～10サイクル中任意の数値を

とりうる｡

エキサイトロンの点弧位相を制御できる｡

急しゅんなトリガー/くルスにより,通電サイク

ル時の過渡現象の追沌翫こ対し,正負電流の不平

衡をなくし,熔接変圧器の適励磁を無くした｡

(4)電源電圧の変軌 周囲条件の変化に対し,制御

装吊が誤動作しない｡

(5) 接機の運転に際し,エキサイトロンの予熱を

必要とせず,かつ操作が容易である｡

(6)機械的猥雑部分がない(⊃

本装~琵引こおいてほ,すでに述べたように,熔接に先だ

って,(1)無段変速機による電機移動速度の設定,(2)

圧力調葉介による電機加圧力の設定,(3)通電,休止サ

イクルの設定,(4)点弧位相の設定をそれぞれ選択する

が,これらを適当に組合わせることによって,最適の熔

接をすることができる｡

以上今回完成したシームウェルダ制御襲間の概要を紹

介した｡ぷ計に し,軽々ご称凱､ただいたR二立製作所

日立工場泉部長,平川課長に深謝する｡

紹 介

浦 武 雄

関 数 発 生 装 置

この発明ほ ′(e)で示される作二･よ】関数を第1図に示

すように多数のr_引用折線の連続で近似】■■tミJに表わさしめる

装置において,賓車ニド冊子練を表わさLめるユニットに対

し,それぞれの前段の区牒折線の勾配と同
一･勾配を表わ

さしめる素子屈′を付設し,該付設素子尺′の接点より得

られるⅢ力を符号変換器-1を通じて加算器ユ'に導くよ

うにしたヰ)のである√〕

.〇
ノノ〉

従来のヰ)のほ卜記素--｢月′がないので,各段で勾配(r,

rなどをうるためにほ抵抗 月1,月2,月3などにおけ

る接点位置ほ順次α,β-α,r-ノぅなどに定める必要があ

り,なおまた曲線に極大,極小が存する場合はそれだけ

ユニット数を増加しなけれはならずきわめて煩雑であっ

雛

たが,この発明によりこのような不便ほ解消され,各勾

配を独立して与えることができるのである｡
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